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ダイヤモンド中の格子置換型窒素とそれに隣接する 1 つの原子空孔により構成される NV セン

タは、量子プロセッシングや量子センシングへの応用が期待され、特に室温動作の高感度な磁気
センサに向けた研究が盛んに行われている。我々は最近ダイヤモンド表面の窒素終端化により電
荷安定性の高い浅い単一 NV センタを用いて 1H 核スピンの検出に成功している[1, 2]。一般に、検
出可能な磁場はセンサとして用いる NV センタの数 n に対して1 √𝑛⁄ に比例して小さくなる。また、
NV アンサンブル中の他と異なる配向を有する NV センタは磁気感度を低下させる[3]。ゆえに、
更なる磁気感度向上には配向した NV アンサンブルの形成が望ましい。近年、窒素終端(001)ダイ
ヤモンド上にダイヤモンドを追成長させ、窒素δドープ層中に NV アンサンブルを形成したと報
告された[4]。しかし、δドープ層に隣接する層にも多くの NV
センタが存在し、かつ高純度ダイヤモンド基板を用いていな
いため、窒素終端によるドーピングなのか明らかでない。ま
た、窒素終端(001)ダイヤモンドを用いた場合、NV センタの 4
つの配向([111 ], [11̅1̅ ], [1̅11̅ ], [1̅1̅1 ],)の原子空孔の生成率は制
御できない。そこで今回我々は、超高純度(111)ダイヤモンド上
の窒素終端表面を用いることで、 Fig.1 に示すような[111]方向
に高配向な NV アンサンブルの形成を試みた。 
本研究では、高圧合成法による超高純度ダイヤモンド基板表

面に対する窒素ラジカル暴露法[1, 2]によって高被覆な窒素終
端(111)ダイヤモンドを作製し、その上に膜厚約 10nm の高純度
(111)ダイヤモンド膜を化学気相成長法(CVD)により追成長し
た。二次イオン質量分析法(SIMS)により測定した追成長膜中
の窒素濃度は検出限界（1×1016 cm-3）以下
であった。また、高純度ダイヤモンド膜の
追成長前後の PL マッピングを比較する
と、成長前は NV センタが観測されず、追
成長後の NV センタ密度はおよそ 1×1011 
cm-2 であった。さらに、[111]軸方向への磁
場印加時の光検出磁気共鳴(ODMR)スペク
トルを測定することで、窒素終端(111)表面
にダイヤモンド膜を追成長させて作製し
た NV アンサンブルの配向[5]を初めて確認
した(Fig. 2)。この結果は NV センタが 2 次
元的に配列している可能性を示唆してい
る。当日は形成した高配向 2 次元 NV アンサンブルのスピン特性等についての報告も行う。 
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  Fig 1. Structure of NV ensemble 

fabricated by diamond growth on 

nitrogen terminated (111) 

surface. 

Fig 2. ODMR spectrum when magnetic field was 

applied along to [111] axis. 
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